
うになるためには、日本だけでなく、

全世界で普及することが不可欠です。

日本国内だけでの普及では、開発費の

負担や量産効果、アプリケーション･

ソフトや周辺機器の品揃えの面で、全

世界で普及しているパソコンに到底太

刀打ちできないからです。

日本の一部の人を除いて、B T R O N

が全世界で普及するものになるとは思

わなかったことが、普及しなかった最

大の原因です。たとえアメリカの圧力

がなく、日本政府の支援で一時的に多

少普及していたとしても、長期的には

同じ結果になったでしょう。アメリカ

の圧力はそれを多少加速したにすぎま

せん。

□「トロンは情報家電などの分野で

業界標準になっている」というの

は正しいのでしょうか

「情報家電」を、家庭で高度な情報

を扱う、パソコン以外の製品とする

と、まず、P D A＊2、ビデオゲーム、携

帯電話があります。しかし、世界中の

ほとんどのP D AのO Sはマイクロソフ

トかパームのものです。シャープは独

自のO Sを使っていましたが、最近は

Linuxを使うようになりました。

ビデオゲームについては、ソニー、

任天堂、マイクロソフト、それぞれ独

自のOSを使っています。

携帯電話については、日本では確か

に多くのものがI T R O N（表１）系の

O Sを使っています。しかし、ガート

ナー社によれば、全世界で販売されて

いる携帯電話のO Sの8 0％以上はシン

ビアン（S y m b i a n）のものだといいま

す。I T U＊3 の統計によれば、2 0 0 2年末

の日本の携帯電話の利用者数は全世界

の７％にすぎないので、たとえ日本で

のシェアが圧倒的に高くても、全世界

から見ればたかが知れているわけで

す。

O Sやマイクロプロセッサなどの基

幹製品については全世界でのシェアが

重要です。これらは世界中で共通に使

えるものなので、全世界でのシェアが

高い製品が圧倒的に有利な戦いを展開

できるからです。

そして、日本でも、N T Tドコモの

立川敬二社長は、2 0 0 3年1 2月に、第３

世代の携帯電話用にはシンビアンの

O SとL i n u xを推奨すると表明しまし

た。携帯電話の機能が高度化すると、

これらの周辺ソフトが揃っているO S

の方が望ましく、また、全世界で事業

を展開するには、これらの世界中で使

われているO Sの方が有利だからだと

思われます。すでに富士通は、N T T

ドコモ向けの第３世代の携帯電話にシ

ンビアンのOSを使っています。

このような状況なので、情報家電の

世界でI T R O N系のO Sが圧倒的に優勢

だ と い う わ け で は あ り ま せ ん 。

I T R O N系が優勢なのは、日本のA V機

器、自動車、家電品、計測器など、ど

ちらかというと高度な情報処理を必要

としない分野です。
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□
トロンとマイクロソフトの最近の

動向を教えてください

2 0 0 3年の９月2 5日にマイクロソフト

とトロンの提携が発表されました。そ

の内容は、マイクロソフトの組み込み

用O S（オペレーティング･システム）

であるWindows CEとトロンのOSの

核であるカーネルを組み合わせて新し

いO Sを開発するというものです。そ

の後、この提携に関する記事が新聞・

雑誌を賑わせましたが、その中には不

適切な記述や誤解を招く表現が多いよ

うに思います。ここではそのいくつか

を取り上げてみたいと思います。

□当時、「トロンはアメリカの圧力

を受けて頓挫した」と言われてい

ますが、これは本当なのでしょうか

トロン（T R O N）というのは、1 9 8 4

年に、現在の東京大学の坂村健教授に

よって提唱されたプロジェクトの名称

で、“The Real-time Operating sys-

tem Nucleus”の略です。このプロ

ジェクトは、当初、表１に示す五つの

計画から成っていました。

このうち、B T R O Nが、1 9 8 9年にア

メリカのU S T R＊1 によって非関税障壁

の一つとして取り上げられました。し

かし、U S T RはB T R O Nそのものに反

対したわけではなく、旧通商産業省や

旧文部省がB T R O Nを小中学校の教育

用パソコンの標準O Sに選定しようと

したことに反対し、市場の力によって

どの製品が成功するかが決定されるべ

きだと主張したのです。

ほかの製品より安くて高性能で、ア

プリケーション・ソフトや周辺機器の

品揃えが豊富になることが見込まれた

ら、学校の標準に採用されなくても普

及したはずです。しかし、関連するソ

フトやハードが豊富に安く手に入るよ

トロンとマイクロソフトの歴史的誤解

酒井 寿紀（さかい・としのり）

酒井ITビジネス研究所　代表

情報通信

表１　トロン・プロジェクトの当初の計画とその後の普及状況

＊1 US Trade Representative、米通商代表部

＊2 Personal Digital Assist、個人用の携帯情報端末

＊3 International Telecommunication Union、国際電気

通信連合



□
「マイクロソフトは自社技術路線

を転換してトロンと提携した」と

いうのは正しいのでしょうか

マイクロソフトの現在の繁栄の元に

なったD O Sは、1 9 8 1年に同社がシアト

ル･コンピュータ･プロダクツから5万

ドルで買い取ったものです。そして、

2 0 0 3年同社は検索エンジンの「グーグ

ル」（G o o g l e）を買収しようとしたと報

じられました。このように、マイクロ

ソフトは決して自社技術路線にこだわ

る会社ではありません。

マイクロソフトは、ビジネスに必要

なものは、必要とあれば、外部から調

達してきました。したがって、W i n-

dows CEのカーネルにITRONを使う

ことにしたのは路線変更とは言えませ

ん。

□
「トロンとマイクロソフトは歴史

的和解をして今回の提携に至っ

た」というのは本当でしょうか

「和解」というのは、戦争でも裁判

でも、戦っていた当事者同士が戦うの

をやめて握手することです。しかし、

マイクロソフトとトロン陣営は戦って

いたことがあるのでしょうか？　パソ

コン用のO Sの世界ではB T R O Nが本格

的に市場に出たことはありませんでし

た。C T R ON（表１）は、元はメインフ

レームが使われていた分野をねらった

O Sなので、1 9 8 0年代のマイクロソフ

トにとっては関係のない世界でした。

広い意味で同じである市場でぶつか

ったのは、組み込み用O Sの世界だけ

です。しかし、ここでも、マイクロソ

フトが使われているP D AではI T R O N

は使われていません。また、I T R O N

が使われている携帯電話の世界にマイ

クロソフトが参入したのは2 0 0 2年で、

同社のO Sを使った携帯電話が世の中

に出始めたのは2 0 0 3年です。したがっ

て、携帯電話で競合するとしても、そ

れは今後の話です。

そして、I T R O N系O Sが普及してい

るA V機器などの分野ではW i n d o w s

C E系のO Sはほとんど使われていませ

ん。このように、両者はどの市場をと

っても今までに本格的な競合関係にあ

ったことはありません。したがって、

和解の必要などなかったのです。

□
最近、トロンが新しいソフトを公

開すると聞きますが、今後トロン

はどう変わるのでしょうか

I T R O Nは登場以来、ずっとO Sの仕

様であり、O Sのソフトウェアそのも

のではありませんでした。その仕様に

基づいてどういうO Sを作るかはユー

ザーの自由で、それを「弱い標準化」

と称していました。

そのため、I T R O Nの仕様に準拠し

たO Sが多数存在し、業界全体で大変

な重複開発になっていました。また、

これはO S間の互換性の障害になり、

周辺ソフトの市場形成の妨げにもなっ

ていました。一方、組み込み用O Sを

使う機器は、ネットワーク接続、ファ

イル管理などにますます高度な情報処

理を必要とするようになり、周辺ソフ

トの豊富な品揃えに対するニーズが従

来以上に高まってきました。

そこで、トロンは従来の方針を変更

し、“T - K e r n e l”というO Sの核を無料で

提供し、周辺ソフトや開発ツールの市

場の形成を促すようにしました。つま

り、ほかのソフトウェア製品と同じよ

うな、「強い標準化」に変身したのです。

組み込み用O Sには、マイクロソフ

トのWindows CEのように、情報処

理には強いがリアルタイム性能に問題

があるもの、従来のリアルタイムO S

のようにその逆のもの、L i n u xをベー

スにしてリアルタイム性能の改善を図

ったものなど多数あります（表２）。情

報処理機能の充実とリアルタイム性能

の向上という相容れない要求を同時に

実現するのは難しく、二つのO Sを組

み合わせてこれを実現しようという試

みもいろいろ行われています。今回の

トロンとマイクロソフトの提携もそう

いう試みの一つです。

I T R O Nは今回の変身で、初めて

“T - K e r n e l”という一つのO Sになり、

性能、信頼性、互換性、移植性、開発

環境などがようやく一つに定まりまし

た。今後、周辺ソフトも順次充実して

行くことと思われます。世界に多数あ

る組み込み用O Sの戦場に“T - K e r n e l”

が新たに参入し、新しい戦いがこれか

ら始まるわけです。
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表２　主な組み込み用OS（全世界での出荷高順）


